南風原町福祉教育推進事業実施要綱
１．目　　的

　　　町内保育園、幼稚園及び小学校・中学校・高等学校を福祉教育推進校に指定し、社会福祉への理解と関心を高め、思いやりの心、社会奉仕、社会連帯の精神を養うとともに児童・生徒をとおして地域社会への啓発を図ることを目的とする。

２．実施主体

　　　南風原町、南風原町教育委員会、南風原町社会福祉協議会

３．推進校(園)

　　　町内の保育園・幼稚園及び小学校・中学校・高等学校
４．推進校（園）の活動

　　　それぞれの学校（保育園・幼稚園）が、その学校（保育園・幼稚園）の実情にあわせ、独自の創意と企画に基づき、社会福祉思想が児童・生徒の内面に深く浸透し、それが自主的活動として定着することを目的に活動する。
活動事例として概ね次のようなものが考えられる。

　（１）学習活動・・・社会福祉についての理解を高めるための学習・講演会の開催、障がい者体験・高齢者体験学習など
（２）調査活動・・・高齢者・障がい者や児童の問題など、地域社会における福祉課題
　　　　　　　　　　　の調査研究

（3） 交流活動・・・施設入所者との交流・異世代間交流、高齢者・障がい者との交流

（4） 行動を通して学ぶ活動・・・
施設や地域などに対するボランティア活動をはじめ、共同募金運動・歳末たすけあい運動・ユニセフ募金運動・児童福祉週間・老人福祉週間・校内や地域の清掃、美化活動への参加・地域行事への参加　
（5） 児童・生徒を通して保護者への働きかけ

　（６）その他、福祉教育推進に必要な活動
５．推進方法
　（１）各学校（園）に、福祉教育の担当者を置く。

　（２）町内における福祉教育を推進するため、教育委員会、社会福祉協議会、各学校、各園の担当者で構成する福祉教育連絡会を開催する。

　（３）定期的に活動成果の報告会を実施する。

　（４）推進校（園）が社会福祉に関する研究会・講演会等を開催する場合に、講師・　　

　　　　助言者を紹介及び斡旋する。
　（５）社会福祉に関する理解を深めるため、図書・パンフレット等の紹介・提出並びに

　　　　機材の貸出を行う。

　（６）社会福祉に関する調査活動を行う場合は、必要な技術や資料提供又は斡旋をする。　　　　　　　　　　　　　　
　（７）推進校（園）が活動の成果を一般に発表しようとする場合は、その機会をつくる。

６．申請及び報告
　（１）学校長及び園長は、別紙様式第１号により毎年５月３１日までに、年間の福祉教育目標・活動計画をたてて、南風原町社会福祉協議会に提出する。

　（２）学校長及び園長は、毎年３月初旬に別紙様式２号により、活動報告書を提出する。

７．助成金額
南風原町社会福祉協議会は、各学校・幼稚園・保育園における福祉教育を推進するため、予算の範囲内で定額助成とし、以下の３つのコースを設ける。

(1)１万円コース

(2)３万円コース

(3)５万円コース

８．助成期間
　　　　本事業の助成期間は１年間とする。
９．助成金の交付決定

　　　実施主体は、福祉教育目標・活動計画を審査し各コースを決定する。

附　　則
この要綱は、昭和６３年４月１日から施行する。

附　　則

この要綱は、平成１８年６月１日から施行する。
附　　則

この要綱は、平成２７年７月１７日から施行する。

